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VI 女性と環境行動
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木本喜美子*
要約
本章の目的は、女性の日常的環境保全行動を中心にとりあげ、その男女差および女性の
内部的差異の考察にある。その背後には、ジェンダー・センシティヴ(性別にこだわった)
分析が、社会運動研究に不可欠であるという問題意識がある。それはすなわち性別役割分
業構造のもとでの性別役割が主体の行動を制約したり促進させたりする側面への注目は、
社会運動を担う主体の状態を考察する上で重要であるからである。本稿では社会運動その
ものについての考察ではなく、日常的行動にしぼった分析をしているが、こうしたレベル
の行動は社会運動にとってのもっともベーシックな基底をなし、両者を結ぶさまざまな媒
介経路と契機を想定することができる。本章は女性の環境保全をめぐる日常的行動の実態
とその意味を分析することから、こうした課題に接近しようとするものものである。われ
われの調査データによれば、男性と比べた場合の女性の特徴は、個人的レベルでの日常的
環境保全行動においても、地域・生活密着型の集団的行動への参与というレベルでも、よ
りアクティヴであるということである。環境問題への情報源も活字媒体に依存する傾向の
強い男性型とは明らかにちがって女性は、家族、近隣等のフェイス・トウ・フェイスの関
係や、地域の情報に依存する傾向をもっている。このように特徴づけられる女性は、家庭
領域から一歩出たより広がりをもっ環境問題への関心は男性と比して希薄であって、現状
で、は、日常的行動の積み重ねが認知枠組みを拡大させうるところには至っていないことが
明らかである。また女性の内部では専業主婦層が共同購入活動に熱心に関わり、日常的環
境保全行動へのこだわりが有職女性と比べて明らかに強い。有職女性の日常的行動の実行
率の低さは、時間的ゆとりと関わっている。男女および職業の有無による違いを視野にい
れ、相互補完関係をどのように作りうるのかが、今後追求すべき課題となろう。
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1.本稿の課題意識
本稿では、女性の日常的環境行動を中心にとり
あげて考察するが、まずはじめに課題意識につい
て述べておきたい。本稿の背後には、「社会運動と
ジェンダー」というテーマの基底部分を明らかに
したいという課題意識がある。これはジェンダー
という視角のもつ意義、および日常的行動をとり
あげる意義というこつの側面から説明される必要
がある。まずジェンダーという視角については、
従来のさまざまな社会運動の研究において明確に
は位置づけられず、性別のもつ意味がつきつめら
れてこなかったように思われる。とりわけ生命と
生活の再生産に関わる社会運動領域における担い
手は消費者運動等に代表されるように、その圧倒
的多数が女性であることは周知のとおりである。
それにもかかわらず、女性を主体的担い手とする
運動の特質やそれによってかかるバイアスについ
て注意を向けない傾向が存在したのである。すな
わちジェンダーが背中にはりついた主体に注意、を
向けるという問題意識が希薄であったため、性別
不明の「住民」や「生活者J1)としてひとくくりに
されてきた。そこではなぜ、女性が当面「住民」や
「生活者」の代表として現れざるを得ないのか、
あるいはそのことがもたらす運動上の特質や限界
といった掘り下げられるべき課題に対して、問題
意識が希薄で、あったと思われる。
しかしながら、たとえば生命と生活の再生産領
域における社会運動において、女性がその担い手
として多数派となるのは、明らかに性別役割分業
構造のもとでの役割配当から必然的に生じてくる
ことがらである。ところが運動課題の本質に照ら
せば、当該の運動が「女性専科」として閉じられ
ていることはむしろ運動に歪みや弱点をもたらす
可能性がある。すなわち国民的運動課題に属する
にもかかわらず、運動への男性のとりこみが不可
能な状態のまま、「女性運動」としてくくられてし
まうことによって生じる運動上の限界を不問に付
してしまうのは、性別分業を当然の前提としてい
るからである九このことは個々の社会運動の分
析を深める上での重大な欠落点であり、フェミニ
ズムを中心とするジェンダー・センシティヴな(性
別にこだわった)視角の問題提起を受けることに
よってそのことが強く自覚されつつある。近年こ
の問題を真正面に据えた研究が登場しつつあ
る3)。そこでは女性の性別役割への拘束状況やア
イデンティティの探求を行いつつ、政治主体とし
ての女性主体の形成過程の考察に関心が向けられ
ている。本稿は広くは、こうした問題意識の一角
に位置づけられることができる。
また本稿において日常的な環境保全行動を考察
の中心に据えようとするのは、上で述べたジェン
ダー・センシティヴな視角と不可分であり、これ
を深めようとするからである。日常的環境保全行
動としてわれわれが念頭においているのは、次の
ような行動内容である。使い終わったてんぷら油
をそのまま流しに捨てないことや、洗濯に合成洗
剤ではなく粉石鹸を使うこと、食器の油汚れは拭
き取ってから洗うことといった家事にかかわる
日々のこまごまとした生活態度から、使い捨て商
品を買わないこと、買い物に袋やかごを持参する
こと等の消費生活態度、そして電気をこまめに消
したり、エアコンやクーラーの使用を控えると
いった日々の節約行動を含んでいる。これらの行
動は、社会運動にははるかにほど遠いレベルに属
するが、運動にとってのもっともベーシックな基
底をなすことは言うまでもない。日常的行動と公
的発言内容が食い違うというようなことはしばし
ば起こりがちのことであるとは言え、社会的レベ
ノレでの環境保全をめざす運動と日常的に行動を意
識的に習慣化させていくこととは深く関連するの
である。しかし本稿で注目するような日常的行動
は客観的には社会的行動の基底であるとは言いう
るとしても、個々の主体においては日々のこまご
まとした雑事処理の一環であって、「環境保全行
動」として自覚された行為であるとは限らないし、
より広がりをもった社会的視野にただちに連動す
るとは限らない。だがおそらくさまざまなネヅト
ワークによる働きかけや知識・情報が両者を結び
つけていく可能性があると考えることができょ
う。以下ではまずこうした主体内部における日常
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的行動が、性別とどのように関わっているのかを
まず明らかにしたい。本章の焦点は上記の行動の
直接的担当者である女性に置かれるが、こうした
日常的行動のもつ意味を、より広がりをもった環
境問題への関心そして集団的活動への参与、情報
源などとの関連で考察してみよう。性別の分析に
ひき続いてさらに、女性内部に光をあて、女性と
いうジェンダーにおけるこうした日常的行動のも
つ意味を、現状の正確な把握を通じて考察してみ
たい。
したがって以下ではまず男女差という視点から
考察し、次いで女性内部の差異に注目し、この規
定要因を把握していきたし、。そこでまずはじめに、
ここでとり上げるデータの性格について簡単に触
れておきたい。われわれのデータは女性670ケー
ス、男性571ケースであるが、 15年以上居住者は男
性で44.8%、女性で41.8%となる。 10年以上の居
住者でとってみると男女それぞれ64.5%、65.2%
となっており、男女ともに定住歴の長い層が多数
派を占めていることがわかる。また表VIト1にみる
ように、女性のうち専業主婦が304、何らかの職業
をもっ有職者が278となる。女性内部の差異をめ
ぐっては、この二大グループに注目して分析して
みよう。
2.環境保全行動をめぐる男女差
環境保全に関する日常的行動をめぐって、性差
はどのような影響を与えているだろうか。表VI-2 
および図刊 1に見るようにどの行動をとってみ
ても、女性の実行率の方が高いことが明らかであ
る。今回のわれわれの調査では、家庭内役割の分
担状況についての調査項目をあえて設定しなかっ
たが、従来の各種調査からすでに明らかにされて
いるように、現代日本における家庭内役割は、圧
倒的に女性にシフトしている。この点を考慮する
ならば、われわれが設定した14項目の日常的行動
の大半の担い手は女性であろう。男性回答者の大
半は、自分自身の行動としてよりも、妻ないし母
親の行動を思い浮かべて回答を寄せたものと推定
される。したがって実態とのずれが女性の回答よ
りもあると考えることができるかもしれなし、。し
たがってこの数字からただちに女性の方が環境保
全に対してセンシティヴに行動していると結論を
下すわけにはいかないが、日々の行動としての定
着度も認知度も相対的には男性よりも高いと言う
ことができょう。この14項目のうち、女性の実行
率が男性のそれよりも10%近く高いのは、「使い終
わったてんぷら油などをそのまま流しに捨てな
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表四-1 男女別に見た職業 (%) 
課長以上:専門技術:事 務:販 売Jサーピスl労務生産:自由業:自営農林;自営商工:学生:専業主婦:退職失業
20.9 22.6 8.4 4.4 7.0 2.5 5.1 .1 9.3 6.3 0.0 10.7 
0.9 : 1.0 : 14.0 4.8 4.2 1.3 1.2 0.4 3.6 3.1 45.4 5.8 
*性別不明12名を除く
表団ー 2 日常的環境行動の実行率(男女別) (%) 
油処理i粉石鹸j食器油;洗顔水i風呂水i節水コマi使い捨てi買物かご坪乳パックi空き缶j電 気!エアコγ(公共交通j無農薬
76.7 i 24.9 : 34.3 i 52.7 i 44.0 i 11.0 i 23.8 i 17.0 i 33.1 : 48.7 i 72.0 : 59.7 : 31.3 : 17.9 
92.4 26.6 55.7 56.6 52.1 13.9 34.5 32.7 46.3 58.5 77.6 64.9 36.1 26.7 
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いJI食器の油汚れは拭き取ってから洗うJI使い
捨て商品は買わないJI牛乳パックのリサイクルに
協力するJI空き缶・空きピンをリサイクルする」
「無農薬食品を購入する」といった行動で、ある。
こうした項目はいずれも明らかに、日常の食事の
支度や後かたづけ、そして買い物行動と深くかか
わっているものであって、その主たる担当者たる
女性が男性よりもこうした行動をより習慣化させ
ていることがうかがえよう。
表VIト3、4および図VI-2、3から年齢別にみ
ると、男女とも若干の例外はあるものの、年齢が
高いほどこうした行動の実行率が高いと言うこと
ができる。若い世代よりも年配の世代の方がこう
した行動を意識的に実行しているのである。した
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図VI-2 日常的環境行動の実行率(年齢別、女性)
がって20歳代は男女を問わず実行率は低く、とも
すると30歳代の実行率もこれに似通った傾向を示
している。このことはすなわち、古い世代の身に
つけている生活様式が、新世代のそれよりも環境
保全行動にマッチした内容を伴っていることを物
語っている。ただし注目しなければならないのは、
50歳代、60歳代の世代のこうした行動がただちに、
意識的な環境保全についての問題意識と連動して
いるわけでは必ずしもないという点である。この
点は40歳代の女性に注目すると明らかとなる。こ
の世代の女性は、どの年齢世代の男女よりも、「空
き缶・空きビンのリサイクルJI牛乳パックのリサ
イクルJI洗濯に合成洗剤で、はなく、粉石鹸を使う」
「風呂水の再利用」の実行率がもっとも高い。こ
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図VI-3 日常的環境行動の実行率(年齢別、男性)
表団-3 日常的環境行動の実行率(年令別、女性) (%) 
油処理:粉石鹸l食器油:洗顔水:風呂水:節水コ..，.:使い捨て:買物かご:ヰ乳パッ1:空き缶l電 気:エアコン:公共交通:無農薬
20歳代 88.5 21.3: 34.4 49.2 47.5 4.9 20.5 23.0 33.6 38.5 73.0 53.3 36.1 11.5 
30歳代 96.5 23.0 52.2: 54.9 : 46.0 9.7 30.1 24.8 49.6 54.0 73.5:， 57.5 23.0 24.8 
40歳代 93.0 29.9 50.3 57.3 57.3 16.6 37.6 32.5 55.4 69.4 71.3 69.4 34.4 29.3 
50歳代 96.2 23.8 68.6 49.5 54.3: 20.0 36.2 36.2 43.8 61.9 79.0 71.4 36.2 25.7 
60歳以上 89.6 31.2 69.9: 66.5 53.2 16.8 43.4 42.846.263.6 88.4J69.9 46.2 37.0 
表VI-4 日常的環境行動の実行率(年令別、男性) (%) 
池処理l粉石鹸l食器油:洗顔水:風呂水:節水コマl使い捨て:買物かごl牛乳パック:空き缶:電 気:エアコンl公共交通無農薬l
20歳代 62.2 : 21.4 18.4 49.0 32.7: 6.1 12.2 5.1 16.3 38.8 60.2 45.9 28.6 8.2 
30歳代 75.0 25.0 29.6 45.4 41.7 7.4 22.2 15.7 36.1 45.4 63.9 55.6 29.6 12.0 
40歳代 79.8 21.2 32.7 56.7 37.5 15.4 20.2 19.2 37.5 53.8 78.8 62.5 27.9 21.2 
50歳代 83.9 27.1 37.3 50.8 50.8 11.9 30.5 22.9 33.9 47.5 73.7 60.2 27.1 24.6 
60歳以上 79.7 28.0: 47.6 59.4 52.4 13.3 30.1 19.6 38.5 55.2 79.7 69.9 40.6 21.0 
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れらの行動項目は、消費者運動等を中心として提
起された生活様式を変革することを通じての環境
保全行動と連動しており、こうした影響をもっと
も強く受けてこれに呼応する行動を実施している
のは40歳代の女性であることが知られよう。した
がって年配の世代が遵守している生活様式と中堅
世代を中心とする意識的行動とが、日常的な環境
保全行動を支えていると言うことができるのであ
る。
次にこうした家庭の内部で、日々個人的に行われ
る行動が、環境保全にかかわる活動を行う集団・
団体への参加および集団的行動とどのように関
わっているのか。まず団体や社会的な運動・行動
への参加状況を把握しよう。表VIl-5および図VI
-4によれば、自然保護・動物愛護の団体などに加
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図四-4 集団行動参加率(男女別)
入しているのは男女ともきわめてわずかである
が、これに「署名やカンパに協力するていど」も
加えて、何らかのかたちで、コミットした経験があ
る人々についてみてみよう。企業のイベントを除
く他のすべての集団的運動・行動において、男性
よりも女性が多数かかわっていることが知られ
る。概してこうした社会的活動に対して女性の方
が積極的にコミットしている姿がうかがわれるの
である。先に見たように個人的な日常行動として
の習慣化の程度も、また社会的な行動へのコミッ
トとし、う点でも、男性よりも女性の方が、はるか
に積極的であると言うことができょう。特に目
だっているのは、地域活動(女性の43.7%)やリ
サイクル活動(女性の37.5%)である。「全日制市
民」として地域に根ざして、家庭内役割の担い手
としての行動の延長線上で、 リサイクノレ活動等に
参加している姿をそこに見い出すことができるの
である。このように見てくるならば、環境保全に
かかわる実際上の行動は、個人的なものであれ、
集団的なものであれ、女性の方が男性よりもより
アクティヴであると見なすことができるだろう。
しかしながらこうした集団的行動と日常的行動
とが、明確な環境保全という問題意識に導かれて
リンクしているとは必ずしも言えない面がある。
表VIl-6、7に見るように男女ともに、団体活動参
表明白5 集団行動への参加率(男女別(%)
自然保護:リサイJJv:地域環境:消費者運:地域活動l自治体講;市民団体企業イベyト
21.7 23.3 22.8 19.4 29.1 9.8 6.5 19.6 
26.0 i 37.5 i 26.9 i 24.0 i 43.7 i 13.7 i 1 20.0 
表団-6 集団的行動参加別に見た日常的環境行動の実行率(女性) (%) 
泊処理i粉石鹸i食器油!洗顔水;風呂水|節水コマi使い捨てi買物かご(牛乳パック!空き缶i電 気(エアコン;公共交通[無農薬
自然保護 95.4 34.5 59.8 64.9 58.0 16.7 36.8 43.7 55.2 67.8 77.6 67.8 37.9 40.8 
リサイクル 96.4 33.5 58.6 62.9 63.3 17.9 43.0 42.2 60.6 75.3 79.7 68.9 38.6 37.1 
地域環境 95.6 i 35.6 i 61.1 68.9 i 58.9 16.1 42.8 i 40.0 i 58.9 i 73.9 i 77.8 69.4 38.9 i 40.6 
消費者運動 97.5 37.9 61.5 67.1 61.5 19.3 43.5 44.7 60.9 74.5 76.4 67.1 39.8 44.7 
地域活動 95.6 : 32.4 : 64.5 61.8: 61.1 19.5: 40.6 : 37.9 : 56.3 : 79.2 79.9: 69.3 : 36.5 : 36.2 
自治体講座 93.5 : 40.2 68.5 i 66.3 : 62.0 i 22.8 : 42.4 45.7: 58.7 76.1 77.2 69.6: 41.3 : 42.4 
市民団体 95.9 45.9: 68.9 74.3: 59.5 : 20.3 44.6: 45.9 66.2: 77.0 : 81.1 : 68.9 : 39.2 47.3 
企業イベント 94.0 : 24.6 58.2 56.7 56.7 15.7 32.1 34.3: 54.5 61.2 73.9: 64.9 34.3: 33.6 
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表VII-7 集団的行動参加別に見た日常的環境行動の実行率(男性(%)
油処理(粉石鹸l食器油l洗顔水l風呂水l節水コマ;使い捨てl買物かごl牛乳パッ fl'空き缶l電気 lエアコ/':公共交通l無農薬
自然保護 79.0 33.9' 47.6 57.3 52.4 12.9 30.6 27.4 41.1 56.5 74.2 60.5 33.1 27.4 
リサイクノレ 81.2 34.6 43.6' 57.9 59.4 18.0 37.6' 31.6 51.1 72.9 76.7 67.7 33.1 30.1 
地域環境 81.5 36.9 45.4 52.3 54.6 13.1 36.9 28.5 45.4 59.2 75.4 68.5 36.2 33.8 
消費者運動 82.9 34.2 47.8 48.6 61.4 15.3 34.2 29.7 48.6 61.3 82.9 67.6 38.7 36.9 
地域活動 83.1 29.5 42.8 60.8' 59.6 18.7 31.3 27.7 51.8 69.9 '78.3 60.2 30.7 22.9 
自治体講座 80.4 28.6 48.2 58.9 58.9 26.8 39.3 30.4 53.6 66.1 85.7 58.9 33.9 23.2 
市民団体 81.1 27.0 40.5 51.4 43.2 10.8 40.5 35.1 56.8 78.4 81.1 59.5 35.1 24.3 
企業イベント 73.2 22.3 33.9 57.1 50.9 14.3 29.5 17.9 40.2 52.7 78.5 62.5 28.6 18.8 
表VIト8 男女別に見た情報源 (%) 
官1・ラジオi新聞 i本・雑誌i家族友人l隣近所 l市広報:市民団体i講演会(協同購入
81.3 19.1 73.0 36.6 
82.7 66.7 28.4 25.8 
加と関わりなく高い項目は、「てんぷら油を流しに
流さないJr電気をこまめに消すJrエアコンやクー
ラーの使用を控えるJr洗顔水を出しっぱなしにし
ない」である。これらはとりわけ女性についてみ
れば60%以上の実行率となっている。これに対し
て男女とも集団的活動参加と関わりなく低いの
は、「節水コマをとりつけるJr自動車を利用せず、
公共交通機関を使うJr合成石鹸ではなく、粉石鹸
を使う」という項目である。明らかに前者の項目
は、環境問題に対する高度な認識にもとづく行動
というよりも、個人的に節約し無駄のない暮らし
を心がけて実行しうる行動であると言えよう。こ
れに対して後者は、単なる節約というレベノレを越
えた行動であって、生活の利便性よりも環境を意
識して生活スタイルを変革しようとする行為に連
なるものであると言えよう。われわれの調査の範
囲では、こうした後者のタイプの行動を積極的に
促進するようなきわだった団体活動参加体験を見
出すことができなかった。だがあえて、それぞれ
の団体活動への参加者における各々の日常行動の
実行率の上位2位までの項目をチェックしてみる
と、次のような活動への参加が環境保全行動の高
実行率と関わっていると見なすことができる。す
なわち市民団体による学習会や観察会への参加者
(女性で9項目までが上位二位、男性で4項目が
?
???
?
?
?
??
? ?
?? ???????
??
?
?
?
?
??
?
??
?
?
? ? ?
??
????
?
??
???
?
??
?
?
?
上位二位入自治体による市民講座への参加者(女
性は8項目、男性は6項目〉、消費者運動への参加
者(女性は4項目、男性は6項目〉、リサイクル活
動への参加者(女性は3項目、男性は6項目〉、地
域での環境問題にかかわる活動への参加者(女性
は3項目、男性は5項目)となる。全体として見
るならば、意識的な学習活動や運動にかかわって
いる人々ほど、日常的活動も活発であると言える。
しかしながらその他の項目と比べてきわだってい
るわけではなく、せいぜ、い5%以内の差であるた
め、それが決定的な要因であると断定することは
できない。だが、こうした集団的活動の拡大が、
日常的な行動を喚起する可能性があることを示唆
しているものと考えてよいだろう。その点では現
在のところ、こうした諸活動への参加率の高い女
性が、男性よりもその可能性をもっていると言っ
てさしっかえないだろう。
またこうした日常的環境保全行動をめぐっての
情報源においても、男女差は明確である。表VI-8 
および図VI-5に見るように、女性の方が市の広報
やニュースや家族や友人の話、および生協や共同
購入では男性を上回るが、雑誌、週刊誌、本や新
聞の記事では下回る。つまり男性は活字を主な媒
体として認知する傾向が強いのに対し、女性の場
合は生活に密着した地域や共同購入などの活動を
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表V1I-9 男女別環境問題への関心 (%) 
温暖化:JI海汚染|食品添加(熱帯雨林i公害iエネルギ，野生動物!都市化|ゴミ増加i産業廃棄|水質悪化
57.8 45.0 38.4 18.2 :23.5: 24.5 14.7 24.7 34.5 16.8 15.4 
53.4 22.4 60.7 11.2 i16.6i 27.0 11.6 i 21.3 50.3 17.6 19.0 
通して情報をキャッチする傾向が強し、という差異
が見られるのである。すなわち情報の網の目も性
別役割配分に忠実なかたちにはりめぐらされてお
り、地域および生活密着型の情報源をもっ女性の
日常的環境保全行動が、男性のそれよりも活発に
行われているのである。
以上のように日常的環境保全行動をめぐって男
女差が明確に存在しており、われわれの調査デー
タの範囲で言えば現在のところ、女性が性別役割
遂行の延長線上で情報や知識を得ながら、また地
域や生活に密着した集団的活動を媒介としなが
ら、日常的環境保全行動を遂行する主体となって
いる。しかしながらこうした日常的行為の積み重
ねがただちに、より広がりをもった環境問題への
関心を強めていくことになるとは限らない。表VI
-9および図刊-6は、より広がりをもった環境問
題への関心における男女差をみたものである。こ
れによれば、女性の関心が男性を大きく上回って
いるのは「食べ物の中の食品添加物や残留農薬な
どJ(女性60.7%、男性38.4%)や「家庭から出る
ゴミの増加J(女性50.3%、男性34.5%)である。
これ以外ではおおむね男性の関心の方が高く、と
りわけ、「河)1・湖沼・海洋の汚染」では、女性22.4%
に対して男性45.0%と大きく差が聞いている。こ
こからみても、日常的環境保全行動の習慣化それ
自体は、あくまでも性別役割の遂行と不可分一体
のもので、あって、その積み重ねからただちに広が
りを持った環境保全に対する関心が育つわけでは
ないことが明らかであると言えよう。ただし意識
的な学習活動や消費者運動、リサイクル運動等の
活動への参加と日常的環境保全行動の実行率との
関連がある程度見出せたということは、こうした
活動・運動が、環境保全に対する問題意識を喚起
する可能性があることを示唆するものであると言
えよう。
3. 日常的環境行動と女性内部の差異
以下では男性よりも活発な日常行動を示し、し
かも現在のところその実際的な担い手である女性
に注目し、その内部における差異を考察しよう。
そこでまず、日常的環境行動の実施率との聞に一
定の関連性を見出すことができた集団的行動の中
から、生協等の共同購入を中心とした消費者運動
をとり上げて考えてみよう。これをとり上げるの
は、次の理由による。この消費者運動への参加状
況をたずねる質問において、「メンバーとして活動
している」とし、う回答は女性のうちわずかに5.3%
の人々が回答したのみで、あり、ほとんど問題にな
らない数字であった。それにもかかわらず、生協
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表VIト10 日常的環境行動の実行率(共同購入加入・非加入別、女性(%)
油処理 l粉石鹸 l食器油 l洗顔水 l風呂水 l節水コ-<:使い捨てl質物かごl牛乳バック:空き缶 l電気 lエアコンl公共交通;無農薬
95.4 ' 34.6 ' 62.1 ' 56.3 ' 60.8 ' 15.8 '39.2 44.2 63.3' 68.8 ' 77.1 ' 64.2 ' 37.5 ~ 43.8 
92.124.1 51.6 56.3 47.4 11.9 32.3 26.2 36.2' 52.1 80.4 66.4 36.818.0 
表VII-ll 環境問題への関心(共同購入加入・非加入別、女性(%)
温暖化iJI海汚染i食品添加J熱帯雨林j公害!エネルギーj野生動物j都市化jゴミ増加j産業廃棄l水質悪化
54.6 17.5 69.2 13.3 13.8 24.6 10.4 20.0 52.5 17.9 16.7 
53.725.9 56.6 10.1 18.0 28.6 12.4 21.7 50.8 16.420.4 
などの共同購入団体に加入しているか否かをたず
ねたところ、女性全体の41.0%が加入していると
回答しており、非常に高い参加率となっている。
このことはすなわち生協等の共同購入組織への加
入それ自体を、消費者運動への参加とは認知して
いない人々が多数を占めていることを意味してい
る。それにもかかわらず、これだけの数の加入者
をもっこの種の集団的行動が、どのように女性の
日常的環境保全行動と関連しているのかを深める
ことは興味深いテーマで、あり、データ的にも意味
があると思われる。そこで、共同購入への加入者が
非加入者とどのような行動的差異を見せているの
かを、検討してみよう。表VIト10および図VII-7に
見るように、「洗顔などのとき水を出しっぱなしに
しない」だけは、共同購入組織への加入・非加入
を問わずまったく同ーの実施率であるが、これを
除くすべての日常的環境保全行動において、生協
加入者が高い実施率をマークしている。特に両者
の聞に10%以上の差のある項目を拾ってみると、
「合成洗剤ではなく、粉石鹸を使うJ(加入者で
34.6%、非加入者で24.1%)、「油汚れは拭き取っ
てから洗うJ(62.1%、51.6%)、「風呂水を再利用J
(60.8%、47.4%)、「買い物に袋やかごを持参す
るJ(44.2%、26.2%)、「牛乳パックのリサイクル」
(63.3%、36.2%)、「無農薬食品を購入する」
(43.8%、18.0%)となる。こうした点をみても、
生協加入者には明らかに、積極的に日常的行動を
行う意識的な人々が多いとみることができょう。
しかしながら先にも触れたように、より広がりを
もった環境問題への関心へとこれが連なっている
とは必ずしも言えない。表VII-llおよび図VI-8に
見るように、「食べ物の中の食品添加物や残留農
薬」への関心が加入者の69.2%に対して非加入者
が56.6%となっており差異が明確であるが、この
ほかにはほとんど差異は見出せない。加入者の方
が非加入者よりもむしろ関心が低い項目もある。
たとえば、「河川|・湖沼・海洋の汚染J(加入者で
17.5%、非加入者で25.9%)、「排煙や排水、騒音
などの公害J(l3.8%、18.0%)、「資源やエネルギー
の無駄使いJ(24.6%、28.6%)、「野生生物の減少J
木本:VI女性と環境行動 97 
エァ鍔噴臨
一有竃者 専ー業主婦
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表四-12 就労状況別に見た日常的環境行動の実行率(女性) (%) 
表団ー 13 就労状況別に見た環境問題への関心(女性) (%) 
00.4%、12.4%)、「水道水の水質の悪化」
06.7%、20.4%)などである。したがって生協
等の共同購入への加入自体も性役割の延長線上で
の日常的問題意識の範囲に限定されており、個人
的レベルで、の熱心な行動には結びついても、より
広がりをもった環境問題への関心を育て上げる
きっかけになってはいないことが明らかである。
多くの生協加入者の性格は、食品添加物や残留農
薬を食卓に乗せたくはないという問題意識が強
く、その限りで、日々の環境保全行動にもこだわ
りを見せる人々であるとは言える。しかし、食卓
への強い関心は、水道水や、空気等への関心へと
つながることが可能であるようにも思われるのだ
が、必ずしもそこにまでは問題意識が結びついて
いないのが現状であると言えよう。
次に女性内部における、有職者と専業主婦との
聞の差異を見てみよう。表VIト12および図VI-9に
よれば、日常的な環境保全行動のうち、有職女性
の方が専業主婦の実行率をわずかながらも上回っ
ているのは「洗顔のとき水を出しっぱなしにしな
いJ(有職者で56.5%、56.3%)、「エアコンやクー
ラーの使用を控えるJ(65.1%、64.5%)、「自動車
を利用せず、公共交通機関を使うJ(36.0%、
32.6%)である。これ以外のすべての項目におい
て、有職女性よりも専業主婦の実行率が高いとい
う結果になっている。両者の聞に特に10%前後の
聞きがあるのは、「食器の油汚れを拭き取ってから
洗うJ(有職者で42.4%、68.1%)、「風白水を再利
用しているJ(45.0%、58.9%)、「牛乳パックのリ
サイクルに協力するJ(41.4%、52.6%)、「空き缶・
空きビンをリサイクルするJ(49.3%、67.8%)、
「無農薬食品を購入するJ(20.5%、33.6%)とな
る。こうした、とりわけ手間暇をかけなければな
らない項目における専業主婦の実行率の高さに、
注目しなければならない。これは有職女性と比べ
ての専業主婦の生活における時間的ゆとりと深く
関わっているものと思われる。
ところで専業主婦層と有職女性層との聞に、よ
り広がりをもった環境問題に対しての関心の差は
どの程度であろうか。表VII-13および図V11-10によ
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表団ー 14 就労状況別に見た情報源(女性)
れば、特に目だつ差としては、専業主婦層の方が
「食品添加物や残留農薬jに67.8%が関心を示し
ており、有職女性の54.3%を大きく引き離してい
る。これ以外では両者の聞に顕著な聞きは見られ
ず、ほぼ似た傾向にある。このことは先にも触れ
たが、日常的環境保全行動の実行率の高さが、よ
り広い環境問題への関心を引き起こしては必ずし
もいないことを意味するものである。またこうし
た行動に関連する情報源については、表VII-14およ
び図VII-llに見るように専業主婦層と有職女性層
とを比べると、前者はすでにみた情報源の女性タ
イプに近く、後者は男性タイプに近い傾向(表VI
8および図VI-5 )が認められる。すなわち専業
主婦層に生活・地域密着型の「市の広報やニュー
ス」や「家族や友人J1"生協や共同購入」が多いの
に対して、有職女性は、「雑誌、週刊誌、本Jや「新
聞の記事」といった活字によるものがやや高い比
率を占めているのである。したがって有職女性と
比べて専業主婦は、地域と生活に密着したライフ
スタイルを維持しており、情報源もそれに強く
ヲ|っ張られるかたちで確保し、手間暇をかけた環
境保全のための日常的行動を習慣化させている傾
向が見られる。これに対して有職女性は男性タイ
プに近い情報源をもっとともに、日々の労働と生
活に追われてか、環境保全にかかわる日常的行動
の実行率が低くなっていると言えよう。そしてこ
の層にあっては、男性タイプの情報源の特徴をも
つが、より広がりをもっ環境問題への関心につい
ては男性と比べれば、図VII-llと前掲図VIト6との
比較によって明らかなように、より女性型にシフ
トして生活・地域密着型であると言うことができ
るだろう。このことは働きに出ることを通じて男
性型に情報源が傾いたとしても、日常生活におけ
る性別分業構造に固く規定されるために、家事・
育児役割の延長線上でものごとを認識し把握する
習慣そのものは女性型のままであって、この点を
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(%) 表VIト15 就労状況別に見た共
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図Vll-ll 就労状況別に見た情報源(女性)
専業主婦層と共有していることを意味するものと
言えよう。
この専業主婦層と有職女性層との、生協等の共
同購入への加入状況との関連を把握してみよう。
表刊一15によれば、有職者のうち加入者は26.6%に
すぎず、非加入者は65.8%となる。これに対して
専業主婦層にあっては加入者が44.1%、非加入者
が49.0%となっている。専業主婦層における共同
購入への加入者の比率が、有職者のほぼ1.7倍にも
及ぶのである。これまでの調査データの範囲で見
れば、専業主婦層のうちとりわけ生協等の共同購
入組織に加入している層がもっとも熱心な日常的
環境保全活動を行う主体であることが知られよ
う。有職女性の場合は時間的ゆとりのなさゆえか、
共同購入加入率も、そしてまた日常的な環境保全
行動の実行率も低い。有職女性が増大しつつある
中で、こうした層から環境保全に関する問題関心
をいかに引き出すのかという点は、重要な課題と
なろう。
4. まとめにかえて
以上のように見てくるならば、専業主婦という
存在が日常的環境保全行動にとって持つ意味が浮
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表VIト16 日常的環境行動の実行率(共同購入加入・非加入別、男性) (%) 
かひ守上がってこよう。性別役割分業によって割り
当てられた家事・育児役割を遂行する女性の中で
もとりわけ、ライフスタイルの特徴とゆとりから
専業主婦層が日常的環境保全行動ともっともなじ
み深い存在であり、共同購入活動にもよく参加し
ていることが明らかである。ではこうした専業主
婦層を中心とした日常的行動スタイルが、他の家
族員にどのような影響を与えているであろうか。
そうした行動が家事・育児役割の担い手としての
専業主婦ひとりの手によって担われるにとどま
り、他の家族員にインパクトを与えていないとす
れば、そうした行動は性別分業の枠内に閉ざされ
たものということになろう。そうではなく、家族
員に何らかの影響力を与えうるようなものになっ
ているとすれば、専業主婦のそうした努力は自己
完結的なものではなく、周囲に波及効果をもたら
すことになる。
この点を男性回答者から探ってみよう。ただし
われわれの調査では、男性回答者の母親もしくは
妻が専業主婦であるか否かを問う設聞を用意して
いなかった。そこでここで、は共同購入への加入の
有無を手がかりにして考えてみよう。先に見たよ
うに共同購入加入者の女性は日常的環境保全行動
を非加入の女性よりも熱心に行っており、しかも
専業主婦の比率が高いことがすでに明らかにされ
ている。表VII-16および図VII-12は、男性回答者に
よる共同購入加入の有無別の日常行動実行率を示
したものである。男性回答者にとって、「共同購入
に加入している」とし、う回答はおそらく本人自身
ではなく、妻もしくは母としての女性が直接それ
に関わっているものと推定される。わが国の生協
等の共同購入活動の中心部隊が、性別分業構造の
固い規定を受けて、おおむね女性を主役としてい
ることが明らかであるからである。したがって男
性回答者のこの間いに対する回答の大半は、
iC妻・母が〉加入している(もしくは、していな
i/1量水喪活協ヂ混J毛73守唄臨
一加入者 ・草岡入者
図VlI-12 日常的環境行動の実行家(共同購入加入・
非加入別、男性)
L 、)Jと読み替えるべきものであろう。そのように
解釈しながらデータを読むと明らかに、加入者の
方が日常的環境保全行動の実行率が高い。そして
図VII-12のカーヴは、女性の共同購入加入・非加入
別のカーヴ(前掲図VI-7 )と比べると、加入者の
男性と女性とでは、男性の方が数値は女性より下
まわってはいるが、ほぼ同ーの形を描いている。
ところが、非加入の男性回答者はもっとも低い位
置でカーヴを描いている。このことは、加入者の
場合には、妻もしくは母の実行率がそもそも高く、
男性回答者は仮に自分自身が直接実行しないまで
も、ある程度そのことを認知していることを意味
するものと思われる。つまりそれだけ、専業主婦
を中心とし、共同購入加入者層の日常的な環境保
全行動への取り組みが、他の家族員にも少なくと
もある程度は認知されており、一定の影響力を与
えていると見ることができょう。専業主婦や共同
購入に加入する女性たちの日常的な努力が、家族
員の範囲にもそれなりの影響力をもっていると言
うことができるであろう。
しかしながらこれまで考察してきたように、女
性、とりわけ専業主婦を中心とした日常的環境保
全行動の習慣化も、彼女たちの視野をさらに広げ
た環境問題への関心へと連なってはおらず、個人
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的努力の範囲と社会的視野にたつ問題認識とがた
だちには連動しないことが明らかである。彼女た
ちの「食卓Jへの関心が「食品添加物や残留農薬」
への関心と深く関わっていたように、日々の生活
へのこだわりが、どのような回路を通じてより広
がりある問題関心を育てて行くのかを探ってみる
ことは必要なことであろう。地域・生活密着型の
活動や情報源により多く依拠している女性、とり
わけ専業主婦層は、そうしたタイプの集団的活動
への参加体験を通じて、個人的日常的行動が喚起
される可能性を秘めているのである。ここでむし
ろ問題になるのは、有職女性において、地域・生
活密着型からの離脱傾向が、行動面においても情
報源においても見出せた点である。もちろんだか
らといって就労を契機としてただちに男性型への
移行を意味するのではなく、性別役割分業構造の
もとにおかれているがゆえに、母親役割および主
婦役割に規定されて基本的には地域・生活密着型
の女性タイプをあくまで基本においている。しか
し職場と家庭という二重役割の制約を強く受け
て、日常的環境保全行動に傾ける努力は時間的に
も希薄とならざるを得ない。今回のわれわれの調
査データにはこの点がはっきりと現れている。今
後、この有職女性たちはいっそう拡大していくも
のと予測されるが、そのことが、日常的に台所を
中心とした家庭で行われる環境保全行動を空洞化
させる危険があるとも言えよう。とは言え、基本
タイプが性別分業のもとで女性型であることは、
ゆとりと条件が与えられれば、専業主婦層と似た
行動パターンをとる可能性があることを示唆して
いる。最後に男性の場合は、日常的環境保全行動
への関心は、彼らの家事・育児役割への参入によっ
てしか獲得されえないであろうし、この問題はそ
れ自体として追求すべき課題であることは言うま
でもない。とりあえず現状では、行動も情報も生
活・地域密着型の女性と、男性のマス・メディア
型情報源ルートから得られる広がりある問題関心
とが、どのようにドッキングし、相互に影響を及
ぼし合っているのかを考えてみる必要があろう。
、 ?
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W omen's Environmental Behavor: 
Research Report on the Consciousness for Water Environment of Residents in Tokyo (7) 
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This paper investigates women's actions for preservation of environment in the everyday life. This is 
because we believe that the research on social movements should be approached from a ‘gender.sensitive' 
perspective. It should be also emphasized that actions in the everyday life are the real basis of social 
movements. 
Our main findings are as follows. W omen are more active for preservation of environment both at the 
everyday.life level and at the community level. Women also tend to obtain the enviromental information 
from personal contact and communities rather than from printed materials. On the other hand， women tend 
to be less active in more social， public sphere than men. Another point is that housewiv田 participatein 
preservation of environment in the everyday life more actively than working women who have less time for 
the activities. 
It would be very important to find a way how housewives， working women and men can complement 
one another in preservation of environment. 
